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研究成果の概要（和文）：本研究では児童が二重課題を遂行する際にみられる注意処理機能の特徴について検討
することを目的とし，二重課題の課題依存的な影響について検討した．その結果，児童では成人と同様に二重課
題の影響を受け，運動課題，認知課題のいずれにも正確性や反応時間の低下，注意処理資源の配分の変化が認め
られた．また，二重課題をおこなう際に，運動課題の追跡速度の遅速では違いがみられないが，追跡予測性の有
無によって二重課題における注意処理資源の配分に違いが認められた．

研究成果の概要（英文）：The objective of this study was to identify the effects of attentional 
resource allocation in children under several dual-task conditions. Tracking speed and tracking 
predictability were manipulated to vary task difficulty. The P300 amplitude was reduced in the 
dual-task condition compared to those in the oddball-only condition. The fast tracking speed 
produced lower tracking accuracy and later RT. However, the tracking speed did not affect the P300. 
In contrast, the P300 amplitude was smaller when the change in tracking direction was unpredictable 
than when it was predictable.

研究分野：運動生理学
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  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 ヒトは日頃より複数の事柄を同時に実施
して日常生活やスポーツ活動をおこなって
おり，自動車の運転や球技種目のプレー中で
は必要な動作を継続しながら，周りの状況に
注意を払い必要な行動を遂行できる．例えば，
自動車や自転車の運転中にハンドル操作を
しながら同伴者と話をすることや，自宅でテ
レビに耳を傾けながら料理をすることもで
きる．このようなことは一見当たり前のよう
に思われるが，手元でおこなっている事柄と
全く異なった身体の部位を使用し，他者の言
葉に耳を傾けるためには，一つ一つの事柄が
疎かになっては正確に実施することはでき
ない．このため，自動車や自転車の運転中に
携帯電話を操作するということによりハン
ドル操作が疎かになり，事故を招きやすいこ
とでもよく知られている（Redelmeier and 
Tibshirani, 1997; Strayer and Johnston, 2001）．
このようなことはスポーツ活動においては
誰もが体験することである． 例えば，サッ
カーやバスケットボールでは，ドリブルとい
う動作のみでパフォーマンスは完結せず，ド
リブルしながら相手選手を抜き去ったり，味
方選手へのパスやゴールへのシュートの選
択をしていくというプレーが頻繁にみられ
る．このため，ドリブルしているボールに注
意を向けると，周りの状況を正確に把握する
ことができず，相手選手が近づいていること
に気づかずボールを奪われることや，パスや
シュートにミスが生じる．これは脳内の注意
処理機能が必要な情報を適宜役割分担し，実
行することにより可能となっている．この一
連の脳機能は日常生活やスポーツ場面にお
ける状況判断，運動遂行，技術習得などあら
ゆる場面に必要となる中枢神経系の働きの
一つである．このように複数の課題を同時に
おこなう際に生じるメカニズムを検討する
ために，二重課題がよく用いられる．特に二
重課題を用いた研究では，注意処理資源が
個々の課題に配分されるため，単一で課題を
おこなう場合よりも反応時間の遅延やエラ
ー数の増加が生じると考えられている（二重
課題干渉）．また，二重課題干渉が生じるメ
カニズムをさらに検証するために脳波や脳
血流なども指標として用いられるようにな
ってきている．この中でも，特に脳波は簡易
に測定が可能であることとともに，運動課題
に関する制限があまりないことに加え，脳波
に含まれる脳電位成分（N1，N2，P3 等）が
注意処理機能を反映すると考えられている
ため，成人を対象とした報告において二重課
題では単一課題に比べて脳電位成分の振幅
低下が報告されている（Kok et al.,1997）．ま
た，この注意処理資源の配分はおこなう課題
によって影響されることも報告されており，
Kida et al.（2004）は運動課題として用いた
tracking speed の違いでは ERP 振幅に差はみ
られないが，tracking の動きが予測できない
条件では予測できる条件に比べて ERP 振幅

が低下したことから，ヒトにおいても注意処
理資源の配分が課題依存的に変化すると考
えられる（Kida et al.;2004）． 
 複数の事柄を同時におこなうということ
は日常生活やスポーツ活動において頻繁に
みられることであるけれども，常にある事柄
に対して十分な注意処理資源の配分が必要
であるかといえば，必ずしもそうではない．
つまり，課題の反復によって一方，ないしは
両方もパフォーマンスが高まれば，それまで
と同じように色々なことに注意を払わなく
とも複数の事柄を同時におこなうことはそ
れほど難しく感じることはない．自動車の運
転やスポーツ選手のプレーは初心者の時と
比べれば明らかである．このような点から，
Kida et al.（2012）は課題の反復によってパフ
ォーマンスの向上と共に，P300振幅が低下し
ていくことを報告している．このことから，
課題や運動の反復によりみられる習熟過程
では，注意処理資源の配分が変化することが
考えられる．今回我々が対象としている児童
期にある子どもたちは，ゴールデンエイジと
呼ばれる運動習熟に適した時期として知ら
れ，そのスポーツに特有に技能を習得してい
く上で欠かせない時期であると考えられて
いるものの，この時期にどうしてこういった
現象が生じるかはあきらかではない．このた
め，児童期における注意処理機能に関して検
討していくことは意義があるにもかかわら
ず，この時期にみられる注意処理機能に関し
ては十分に明らかとなっていない．本研究に
おいて，二重課題における児童の注意処理機
能を運動課題と認知課題を組み合わせた二
重課題によって検証することにより，児童に
おける注意処理資源の配分が成人と同様に
課題依存的に変化するか，また成人と異なる
と異なる特徴を有するかに関して検討する
ことができれば，発達段階にみられる注意処
理機能の特徴について検証していくことに
も繋がると考えられる． 
 
２．研究の目的 
本研究では，児童期にある子どもたちが二重
課題をおこなう際にみられる注意処理機能
の特徴を検討することを目的とし，二重課題
の課題依存的な影響について検討した． 
 
３．研究の方法 
（１）研究１：二重課題の遂行が児童の注意
処理機能に及ぼす影響 
  児童期を含む，小学校 2年生から中学校
2 年生までの広い年齢の対象に成人と同様の
二重課題の遂行が可能か，また単一課題にお
いて測定している反応時間（RT）やエラー率，
パフォーマンスの正確性といった項目が単
一課題の組み合わせた二重課題遂行時にど
う影響されるかについて検討した． 
 用いた課題はスポーツ場面等でみられる
運動課題（グリップ把持動作を用いたマッチ
ング課題）と認知課題（聴覚オドボール課題）
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これらのことから，児童においても成人と
同様の注意処理機能が備わっており，二重課
題において注意処理資源の配分が低下し，反
応時間の遅延や正確性の低下が認められる
とともに，注意処理資源の配分は追跡速度に
よって影響は受けないが，追跡予測性の違い
によって影響を受けることが明らかとなっ

及び連携研究者に
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